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・紹介率

・逆紹介率

〇

紹介率は前年度比で4.1%上昇し
ており、地域医療連携室を中心
に病診連携が活発になってお
り、患者数の増加に貢献してい
ることを評価する。
また、名古屋第一病院をはじめ
多くの転院患者を受け入れてお
り地域医療に貢献できているこ
とも評価できる。

（３）地域医療連携に関する評価チェックシート

評価項目 事業計画書の内容 評価対象事項 令和５年度の実績
自己
評価

自己評価分析 市評価 評価所見

評価の定義
〇　期待どおり又は期待以上
△　事業の実施に問題はないが一部に改善の余地有り
×　事業の実施に支障有り。或いは法令違反有り。

地域医療機関との連
携・交流

○

紹介率は67.9％と前年度及び目
標を上回りましたが、逆紹介率
は68.7‰と前年度及び目標に届
きませんでした。
クリニックの訪問や、連携会議
の開催等にも取り組みました
が、令和6年度以降は事務員の
増員等、さらなる体制強化によ
り、地域の医療機関等との連
携、及び受け入れや退院支援の
強化を行うことが必要と考えま
す。

逆紹介率

紹介入院件数 430件

検査紹介件数 953件

75.0‰

令和５年度は、新たに赴任した循環器内科をはじめとしたクリニック等への訪問
により、地域の医療機関との連携、受け入れや退院支援を強化してきました。ま
た、地域の事業所からの困難事例等の情報共有にも力を入れて取り組むととも
に、専門診療においても救急車の受け入れやご紹介など積極的に取り組んできま
した。
さらに、令和５年度も顔のみえる医療介護福祉保育ネットワーク会議等を開催
し、ACP（アドバンスケアプランニング）を地域の住民の方をはじめ医療機関や
事業所の方々とも積極的に取り組みました。
今後は事務員の増員による体制強化も図り、更なる仕組み作りや困難事例をご相
談しやすい環境作りに力を入れていきます。また、連携室だよりを作成し近隣医
療機関への訪問を行う等、連携強化にも引き続き努めてまいります。

逆紹介率 68.7‰

令和４年度は、地域医療連携室の社会福祉士の増員により、地域の医療機関との
連携はもとより受け入れや退院支援において強化できました。また、地域の事業
所からの困難事例をはじめ情報共有にも力を入れて取り組みました。専門診療に
おいても救急車の受け入れやご紹介などにも積極的に取り組んできましたが、更
なる仕組み作りや困難事例をご相談しやすい環境作りに力を入れていきます。ま
た、事務員の増員による体制強化も図ります。コロナの影響で地域の医療機関や
事業所との連携が取りにくい環境は未だ続いておりますが、顔のみえる医療介護
福祉保育ネットワーク会議等、オンラインシステムを活用した会議の開催や、連
携室だよりを作成し近隣医療機関への訪問を行う等、連携強化に努めてまいりま
す。令和５年度は、ACP（アドバンスケアプランニング）を地域の住民の方をは
じめ医療機関や事業所の方々とも積極的に取り組んでまいります。

目標値 備考

紹介率 65.0%

備考

GIF：72件、US・MMG等：87件

紹介件数：300件／月

実績値

紹介率 67.9%

MRI：446件、CT：348件

転院件数 354件
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